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(57)【要約】
【課題】ＰＴＰシートの取り出し及び挿入が容易であり
、また薬剤を服用する時期や量などを効率的に管理でき
る等の利便性の高いＰＴＰシート用包装体を提供する。
【解決手段】ＰＴＰシート用包装体（１）は、ベースシ
ート（１０）と第１の折り曲げ部（１５）を介して連結
する中シート（２０）とを備え、中シートがベースシー
トに折り重ねられてなる間隙内にＰＴＰシート（４０）
を挟持して収容可能である。ベースシートには、当該ベ
ースシート及び中シート間に収容したＰＴＰシートに封
入される薬剤を取り出すための窓孔（１２）が形成され
る。中シートの端部には、ベースシートに嵌合してＰＴ
Ｐシートを挟持する嵌合部（２１ａ、２１ｂ）と、ベー
スシートの窓孔に対向し第１の折り曲げ部とは反対側に
開放部を有して切り欠かれたスリット（２２）とが形成
される。中シートが開いた状態又はベースシートに折り
重ねた状態でも、ブリスター部（４３）をスリット内に
入り込ませながらＰＴＰシートを容易に挿入し及び取り
出すことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースシートと前記ベースシートの一辺に第１の折り曲げ部を介して連結する中シート
とを備え、前記中シートが前記ベースシートに折り重ねられてなる間隙内に、薬剤を封入
したＰＴＰシートを挟持して収容可能なＰＴＰシート用包装体であって、
　前記ベースシートには、当該ベースシート及び前記中シート間に収容した前記ＰＴＰシ
ートに封入される薬剤を取り出すための窓孔が形成され、
　前記中シートの端部には、前記ベースシートに嵌合して前記ＰＴＰシートを挟持する嵌
合部と、前記ベースシートの前記窓孔に対向し前記第１の折り曲げ部とは反対側に開放部
を有して切り欠かれたスリットとが形成されている、ＰＴＰシート用包装体。
【請求項２】
　前記ベースシートの前記一辺の反対側の他辺に第２の折り曲げ部を介して連結するカバ
ーシートを更に備え、折り曲げられた前記中シートを内側にしてその上面に前記カバーシ
ートが三つ折りに折り曲げ可能とされている、請求項１に記載のＰＴＰシート用包装体。
【請求項３】
　前記カバーシートには、前記三つ折りに畳んだ状態を保持する係合部が形成されている
、請求項２に記載のＰＴＰシート用包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤等を封入したＰＴＰ（Press Through Package，ポケット数１～２１が
主に想定される）シートを収容可能なＰＴＰシート用包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、厚紙の間にＰＴＰシートを収容するカード型のＰＴＰシート用包装体が知られて
いる。例えば特許文献１には、複数の薬剤等を収容する複数の凸状部を有するＰＴＰシー
トの凸状部が嵌入される複数の孔を有し、薬剤等を脱離するためにこのＰＴＰシート凸状
部を変形させた際に薬剤等をこの凸状部から通常の応力によって脱離できるような形態に
窓孔が形成されており、かつ服用上の留意事項を記載した一対の厚紙によって構成され、
この一対の厚紙の間にＰＴＰシートを封止してなるカード型包装体が開示されている。ま
た、例えば特許文献２には、厚紙の一部を切り離して剥がすことにより中のＰＴＰシート
を取り出し可能なカード型包装体が開示されている。また、例えば特許文献３には、同じ
くＰＴＰシートを収容するブリスター包装体であって、１回の服用に必要な薬剤だけを取
り出すための破線状のミシン線で囲んだ開封部をカバーケースに形成した包装体が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－５９４１５号公報
【特許文献２】特開２００９－２０８８１２号公報
【特許文献３】特開２００１－４６４６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来のＰＴＰシート用包装体では、一対の厚紙の間にＰＴＰシートを封止して
なる形態の包装体であるため、最低限の糊代面積を確保せざるを得ず、どうしてもＰＴＰ
シート本体の寸法よりもかなり大き目の包装体となってしまっていた。また、不透明な厚
紙製であるため中に封止するＰＴＰシートの表記内容を包装体のままでは確認できなかっ
た。また、厚紙の一部を切り離した後にＰＴＰシートを取り出す構造であるため、一旦取
り出したＰＴＰシートを再度包装体内に戻して使用することができなかった。また、ＰＴ
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Ｐシートを取り出した後に実際に薬剤を服用したかどうかの管理は患者の記憶やメモなど
に頼らざるを得ず、このため特に複数種類の薬剤を異なる方法で服用しなければならない
患者にとっては薬剤を飲み忘れたり、逆に飲み過ぎたりしてしまうおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、かかる従来の課題にかんがみてなされたものであり、透明熱可塑性樹脂製と
することにより、粘着材による封止ではなく樹脂シート同士の嵌合による、厚紙製に比べ
よりコンパクトな成形を実現するとともに、ＰＴＰシートの取り出し及び挿入が容易であ
り、また薬剤を服用する時期や量などを効率的に管理できる表記等も可能な利便性の高い
ＰＴＰシート用包装体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ベースシートと前記ベースシートの一辺に第１の折り曲げ部を介して連結す
る中シートとを備え、前記中シートが前記ベースシートに折り重ねられてなる間隙内に、
薬剤を封入したＰＴＰシートを挟持して収容可能なＰＴＰシート用包装体であって、前記
ベースシートには、当該ベースシート及び前記中シート間に収容した前記ＰＴＰシートに
封入される薬剤を取り出すための窓孔が形成され、前記中シートの端部には、前記ベース
シートに嵌合して前記ＰＴＰシートを挟持する嵌合部と、前記ベースシートの前記窓孔に
対向し前記第１の折り曲げ部とは反対側に開放部を有して切り欠かれたスリットとが形成
されている、ＰＴＰシート用包装体である。
　なお、本発明における薬剤とは、経口投与可能に製形された薬剤であれば特に限定され
ないが、好適には、錠剤、カプセル剤等である。
【０００７】
　前記ベースシートには、両辺から対向して延びる凹溝（外側からみると凸リブ）で区分
けされた台盤状部が形成されていることが好ましい。またそれぞれの台盤状部に前記窓孔
が形成されていることが好ましい。更に前記ベースシートには、複数の前記台盤状部のう
ち両端に位置する台盤状部の外側で同じく両辺から対向して延びる凹溝（外側からみると
凸リブ）で区分けされた台盤状の余地部が形成されていることが好ましい。また更に前記
嵌合部に嵌合する凹部（外側から見ると凸部）が前記余地部に形成されていることが好ま
しい。
【０００８】
　また、前記中シートの前記スリットの間に形成される舌片状部の先端が弧状であること
が好ましい。更に前記舌片状部の周縁部に沿って線条リブが形成されていることが好まし
い。また更に互いに隣接する前記舌片状部に形成されるリブ同士が、前記スリットの奥の
部分で連結されていることが好ましい。
【０００９】
　また、前記第１の折り曲げ部は、互いに平行の折り曲げ線を有し、それぞれの折り曲げ
線が前記ベースシート及び前記中シートの厚さよりも薄い領域として形成されていること
が好ましい。
【００１０】
　また、前記ベースシート及び中シートが可撓性を有する素材で形成されていることが好
ましい。また前記ベースシート及び中シートが同一素材からなる透明樹脂（好適には、熱
可塑性の透明樹脂）により一体に形成されていることが好ましい。特に、熱可塑性の透明
樹脂の素材がＡ‐ＰＥＴを含むことが好ましい。
【００１１】
　また、本発明は、前記ベースシートの前記一辺とは反対側の他辺に第２の折り曲げ部を
介して連結するカバーシートを更に備え、折り曲げられた前記中シートを内側にしてその
上面に前記カバーシートが三つ折りに折り曲げ可能とされていることが好ましい。
【００１２】
　前記第２の折り曲げ部には、当該折り曲げ線に沿って長く延び一定の幅を有する凸リブ
（外側からみると凹溝）が形成されていることが好ましい。
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【００１３】
　また、前記カバーシートには、前記三つ折りに畳んだ状態を保持する係合部が形成され
ていることが好ましい。前記係合部は、前記カバーシートの外辺から突出する矩形片を有
していることが好ましい。更に前記第１の折り曲げ部には前記矩形片が挿し込まれる切れ
目が形成されていることが好ましい。また更に前記矩形片が前記カバーシートの外辺から
内側に折り曲げられたときに、折り曲げられずに残される張り出し部を形成するための切
れ目を有していることが好ましい。
【００１４】
　また、前記第２の折り曲げ部は、互いに平行の折り曲げ線を有し、それぞれの折り曲げ
線が前記ベースシート及び前記カバーシートの厚さよりも薄い領域として形成されている
ことが好ましい。
【００１５】
　また、前記ベースシート、中シート及びカバーシートが可撓性を有する素材で形成され
ていることが好ましい。また前記ベースシート、中シート及びカバーシートが同一素材か
らなる透明樹脂により一体に形成されていることが好ましい。特に透明樹脂の素材がＡ‐
ＰＥＴを含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ＰＴＰシートの取り出し及び挿入が容易であり、また薬剤等を服用す
る時期や量などを効率的に管理できる等の利便性の高いＰＴＰシート用包装体を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態によるＰＴＰシート用包装体の斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態によるＰＴＰシート用包装体の展開図である。
【図３】本発明の一実施形態によるＰＴＰシート用包装体の全体を折り畳んだ状態を示す
斜視図である。
【図４】本発明の他の実施形態によるＰＴＰシート用包装体の展開図である。
【図５】ＰＴＰシートの正面図及び側面図である。
【図６】ＰＴＰシート用包装体の使用例を説明するための図である。
【図７】ＰＴＰシート用包装体の使用例を更に説明するための図である。
【図８】ＰＴＰシート用包装体の使用例を更に説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明のＰＴＰシート用包装体について、以下図面を参照しながら例えば２×３の計６
ポケットから成るその一実施形態を説明する。ここで、図１は本発明の一実施形態による
ＰＴＰシート用包装体１の斜視図である。図２はＰＴＰシート用包装体１の展開図である
。図３はＰＴＰシート用包装体１の全体を折り畳んだ状態を示す斜視図である。
【００１９】
　ＰＴＰシート用包装体１は、ベースシート１０と、ベースシート１０の一辺に第１の折
り曲げ部１５を介して連結する中シート２０と、ベースシート１０の前記一辺とは反対側
の他辺に第２の折り曲げ部１６を介して連結するカバーシート３０とを備えて構成される
。ベースシート１０、中シート２０及びカバーシート３０は、それぞれが略同一寸法の矩
形状を有している。また、ＰＴＰシート用包装体１は、ベースシート１０、中シート２０
及びカバーシート３０が可撓性を有する同一素材の透明樹脂からなる。ただし、リサイク
ル性を考慮すると、これらは単一な素材からなること（複合材でないこと）が好ましい。
透明樹脂としては例えばＡ－ＰＥＴを用いることができる。
【００２０】
　ＰＴＰシート用包装体１は、図２の展開図で示される１つのシート状成形体から形成さ
れる。つまり、シート状成形体の左側の中シート２０を中央のベースシート１０に折り重
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ね、そして中シート２０を内側にしてその上面に右側のカバーシート３０を折り重ねるこ
とで、図３に示されるような三つ折り状態のＰＴＰシート用包装体１が提供される。ただ
し、図２に示されるシート状の成形体としてＰＴＰシート用包装体１が提供されてもよい
。また、ベースシート１０と中シート２０との間にＰＴＰシート４０を収容し、折り畳ん
だ態様でＰＴＰシート用包装体１が提供されてもよい。
【００２１】
　次に主に図２を参照して、本発明のＰＴＰシート用包装体１の特徴的な形態をより詳細
に説明する。
【００２２】
　シート状成形体は、例えばＡ－ＰＥＴである透明なシート材を適宜のプレス成形法（真
空成形又は熱成形等）により、所定個所が凹凸に加工される。
【００２３】
　図２に示されるシート状成形体において、ベースシート１０と中シート２０との間に位
置する第１の折り曲げ部１５は互いに平行な２本の折り曲げ線１５ａ、１５ｂを有してい
る。それぞれの折り曲げ線１５ａ、１５ｂはベースシート１０及び中シート２０の厚さよ
りも薄い領域として形成されている。また、ベースシート１０とカバーシート３０との間
に位置する第２の折り曲げ部１６は互いに平行な２本の折り曲げ線１６ａ、１６ｂを有し
ている。そしてそれぞれの折り曲げ線１６ａ、１６ｂはベースシート１０及びカバーシー
ト３０の厚さよりも薄い領域として形成されている。
【００２４】
　ベースシート１０、中シート２０及びカバーシート３０の本体の厚さは、例えば０．３
～０．５ｍｍである一方で、上述した折り曲げ線１５ａ、１５ｂ、１６ａ、１６ｂはそれ
より薄い例えば０．１～０．２ｍｍの厚さで形成されている溝の様な構造で薄肉化した構
造、またはある適当なピッチでの貫通と非貫通との組合せによるミシン目状構造を成す。
これにより、中シート２０又はカバーシート３０に外力が加えられると、肉薄の領域であ
る折り曲げ線１５ａ、１５ｂ、１６ａ、１６ｂに沿って容易にこれらのシートが折り曲げ
られる。したがって、ＰＴＰシート用包装体１を、図３に示されるように全体を三つ折り
に折り畳んだ状態で使用すること（持ち運びや保管等）が可能である。
【００２５】
　ベースシート１０には、例えば楕円形の窓孔１２、１２、・・・が縦横に複数配列して
形成されている。窓孔１２、１２、・・・は、ベースシート１０及び中シート２０間に収
容したＰＴＰシート４０に封入されている薬剤を取り出すための開口として形成される。
また、ベースシート１０には、その左右両辺（第１の折り曲げ部１５及び第２の折り曲げ
部１６）の側から中央に向けて互いに対向するように延びる凹溝（外側からみると凸リブ
）１３、１３、・・・が複数形成されている。なお、横方向に対向するように延びる一対
の凹溝１３、１３の先端部は互いに接触していない。
【００２６】
　また、ベースシート１０には、上述した凹溝１３、１３、・・・で区分けされた複数の
台盤状部（外側からみると碗状部）１１、１１、・・・が形成されている。台盤状部１１
、１１、・・・の周縁部分には、例えば４５度の斜面が形成されている（図７参照）。台
盤状部１１、１１、・・・のそれぞれの略中央個所には上述した窓孔１２、１２、・・・
が形成されている。上述したように横方向に対向して延びる一対の凹溝１３、１３の先端
部は接触していないので、縦方向において隣接する台盤状部１１、１１同士が中央部分で
接続している。このような凹溝１３、１３、・・・や台盤状部１１、１１、・・・の凹凸
構造により、ベースプレート１０に剛性を持たせ、反りや捩じれなどの変形を防ぐと共に
撓みが抑制されることにより紙製容器に比べて薬剤の取出性を向上させることができる。
【００２７】
　また、ベースシート１０には、複数の台盤状部１１、１１、・・・のうち両端に位置す
る台盤状部の上下方向外側で、同じく左右両辺から対向して延びる凹溝（外側からみると
凸リブ）１１、１１で区分けされた台盤状（外側からみると碗状）の余地部１７、１８が
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形成されている。これら余地部１７、１８には、それぞれ中シート２０の嵌合部２１ａ、
２１ｂに嵌合するための、横に長い凹部（外側から見ると凸部）１４ａ、１４ｂが形成さ
れている。
【００２８】
　一方、中シート２０の上下方向端部には、ＰＴＰシートを挟持するために、ベースシー
ト１０の凹部１４ａ、１４ｂに嵌合可能な嵌合部２１ａ、２１ｂが、横に長く凸状（外側
から見ると凹状）に形成されている。また、中シート２０には、第１の折り曲げ部１５と
は反対側（図２では下側）に開放部を有して倒Ｕ字状に切り欠かれたスリット２２、２２
、２２が複数形成されている。中シート２０においてスリット２２、２２、２２は、ベー
スシート１０の窓孔１２、１２、・・・に対向する位置に形成される。これにより、ベー
スシート１０と中シート２０の間にＰＴＰシート４０が挿入されたとき、ＰＴＰシート４
０のブリスター部（薬剤を封入している凸状のパッケージ）４３がスリット２２内に入り
込む。
【００２９】
　互いに隣接する一対のスリット２２、２２の間に形成される舌片状部２３の先端は弧状
に形成されている。これにより、ＰＴＰシート４０のブリスター部４３をスリット２２内
に容易に挿入できるようにするとともに、使用者の指を傷付けるなどの危険性も減らすこ
とができる。
【００３０】
　更に舌片状部２３、２３、・・・の周縁部に沿って線条リブ２４、２４、・・・が形成
されている。また更に互いに隣接する舌片状部２３、２３に形成されるリブ２４、２４同
士が、スリット２２の奥の部分で連結されている。これにより、中シート２０、特に舌片
状部２３、２３、・・・の反りや捩じれなどの変形を防ぎ、平坦性を保持することができ
る。
【００３１】
　なお、「スリット２２の奥の部分で線条リブ２４同士が連結する」とは、例えば図４に
示されるようにスリット２２奥の周縁部に沿って１本のリブ２４が連続している態様でも
よい。
【００３２】
　ベースシート１０とカバーシート３０とを連結する第２の折り曲げ部１６には、折り曲
げ線１６ａ、１６ｂに沿って長く延び一定の幅を有する凸リブ（外側からみると凹溝）３
４が形成されている。このような凸リブ３４を形成することにより、ベースシート１０に
対し一定の距離を確保してカバーシート３０を折り曲げ可能とするとともに、包装体１全
体の剛性を高めることができる。
【００３３】
　カバーシート３０は、その周縁部に線条のリブ３５を有している。また、カバーシート
３０の中央先端箇所には、三つ折りに畳んだ状態を保持するための、第１の折り曲げ部１
５と係合する係合部が形成されている。係合部は、例えば図１及び図２に示されるように
カバーシート３０の外辺から突出し、内側に折られた矩形片３１とすることができる。第
１の折り曲げ部１５の対応する位置には切れ目１９が設けられ、切れ目１９に矩形片３１
が挿し込まれることで、カバーシート３０が中シート２０上を畳む状態が保持される。
【００３４】
　また、矩形片３１の根元の一部には山状の切れ目３２が形成されている。矩形片３１が
カバーシート３０の外辺から内側に折り曲げられたときに、切れ目３２の部分が折り曲げ
られずに残ることで張り出し部３３が形成される。使用者は張り出し部３３を指に掛けな
がらカバーシート３０を容易に開閉することができる。
【００３５】
　かかる構成のＰＴＰシート用包装体１は次のようにして使用することができる。まず、
図２に示されるシート状成形体の中シート２０を第１の折り曲げ部１５で折り曲げ、中央
のベースシート１０に重ねる。そして、中シート２０の嵌合部２１ａ、２１ｂをベースシ
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ート１０の凹部１４ａ、１４ｂに嵌合することで、中シート２０をベースシート１０に折
り重ねた状態を保持することができる。特に、第１の折り曲げ部１５には折り曲げ線１５
ａ、１５ｂが肉薄の領域として予め形成されているので、弱い力であっても所定位置で中
シート２０を折り曲げることができる。
【００３６】
　中シート２０をベースシート１０に折り重ねてなる間隙内にＰＴＰシート４０を挿入す
ることができる。ここで、図５（ａ）にはＰＴＰシート４０の正面図が示され、図５（ｂ
）にはその側面図が示される。ＰＴＰシート４０には、薬剤Ｍが格納されているブリスタ
ー部４３、４３、・・・が平坦部４１の縦横に所定数配列して形成されている。平坦部４
１及びブリスター部４３は透明なＰＥＴ等により一体に形成され、平坦部４１の背面側に
はブリスター部４３、４３、・・・の開口部を覆って薬剤Ｍを封入するための、アルミ箔
等からなる封止シート４２が貼られている。
【００３７】
　ＰＴＰシート用包装体１では、図６に示されるように中シート２０をベースシート１０
に折り重ねた状態で、ブリスター部４３をスリット２２内に入り込ませながら、ベースシ
ート１０と中シート２０の間にＰＴＰシート４０を容易に挿入することができる。また、
図７に示されるように、中シート２０を開いた状態でもＰＴＰシート４０をこれらの間に
収容することができる。ベースシート１０の台盤状部１１、１１、・・・の周縁部分は例
えば４５度の斜面を有しているので、中シート２０がベースシート１０に折り重ねた状態
であってもＰＴＰシート４０をベースシート１０の台盤状部１１上に容易に収容すること
ができる。また、中シート２０において隣接するスリット２２、２２間の舌片状部２３の
先端が弧状に形成されていることによってもＰＴＰシート４０の容易な挿入が支援される
。
【００３８】
　挿入されたＰＴＰシート４０は、嵌合部２１ａ、２１ｂが凹部１４ａ、１４ｂに嵌合す
ることでベースシート１０及び中シート２０の間に挟持される。また、このような中シー
ト２０を折り畳んだ状態からＰＴＰシート４０を引き抜いて取り出し可能であるとともに
、当然ながら嵌合を解除して中シート２０を開いた状態でもＰＴＰシート４０を取り出す
ことができる。
【００３９】
　また、本ＰＴＰシート用包装体１によれば、中シート２０を内側にしてその上面にカバ
ーシート３０を折り重ねることで、図３に示されるような三つ折りの状態とすることがで
きる。特に、第２の折り曲げ部１６には折り曲げ線１６ａ、１６ｂが肉薄の領域として予
め形成されているので、弱い力であってもカバーシート３０を畳んだり、開いたりするこ
とができる。カバーシート３０の外辺から突出する矩形片３１を第１の折り曲げ部１５の
切れ目１９に挿し込むことで、カバーシート３０を中シート２０上に畳んだ状態が保持さ
れる。これにより、ＰＴＰシート４０を収容したＰＴＰシート用包装体１の持ち運びや保
管等ができるなど、その取り扱いに利便性をもたらすことができる。また、カバーシート
３０を閉めておくことにより、ＰＴＰシート４０のブリスター部４３に不測の力が加わり
、薬剤がベースシート１０の背面から飛び出たりこぼれたりすることもない。
【００４０】
　また、本ＰＴＰシート用包装体１では、カバーシート３０を開いてスリット２２から露
出させたブリスター部４３を指で押し込むことで、ベースシート１０の背面の窓孔１２を
通して薬剤Ｍを容易に取り出すことができる。
【００４１】
　また本ＰＴＰシート用包装体１は、特に患者が薬剤を服用する時期や量などを管理する
上で効率的である。図８の例では、横一行のスリット２２には定められた１回分の服用量
（図８の例では２錠）の薬剤Ｍが配列されている。そして、服用回毎（図８の例では第１
日～第３日）に対応して、そのようなスリット２２の行が縦方向に配列されている。
【００４２】
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　また、図８に示されるように、中シート２０の例えば舌片状部２３の各面に、例えば服
用日や服用時などの服用記録情報（リマインド情報）が印刷されていることが好ましい。
患者はブリスター部４３内の薬剤Ｍの有無を見れば薬剤を服用したかしていなかすぐに分
かるので、服用記録情報と照らし薬の飲み忘れや飲み過ぎを防止することができる。更に
、カバーシート３０の表面や裏面に、内容物である薬剤の種類、効能、服用方法、注意書
き等の情報が印刷されてもよい。
【００４３】
　また、ＰＴＰシート用包装体１の本体は、使用中の反りや捻じれなどの変形を防ぐため
に、例えばベースシート１０の凹溝１３、それらにより区分けされた台盤状部１１、中シ
ート２０の舌片状部２３のリブ２４、カバーシート３０のリブ３４、３５などによる構造
上の剛性を有している。また、ＰＴＰシート用包装体１は、使用済みのＰＴＰシート４０
の取り出しが容易であるため、リユースやリサイクル資源としての回収にも役立てること
ができる。
【符号の説明】
【００４４】
１　ＰＴＰシート用包装体
１０　ベースシート
１１　台盤状部
１２　窓孔
１３　凹溝
１４ａ、１４ｂ　凹部
１５　第１の折り曲げ部
１６　第２の折り曲げ部
１９　切れ目
２０　中シート
２１ａ、２１ｂ　嵌合部
２２　スリット
２３　舌片状部
２４　線条リブ
３０　カバーシート
３１　矩形片
３２　切れ目
３３　張り出し部
３４　凸リブ
３５　線条リブ
４０　ＰＴＰシート
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